
 
 
 
 
 

第31回 札幌西円山病院リハビリテーション講習会お知らせ 

 
謹啓 皆様におかれましてはますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 
この度、札幌西円山病院リハビリテーション講習会は、言語聴覚士の平澤哲哉先生を講師に

招き、「失語症とSTとの関わり」をテーマにご講演頂きます。貴重な機会であり、皆様の多数

のご参加をお待ちしております。                   
謹白 

講 師：平澤 哲哉先生 

講 師 略 歴：別紙参照 

主 な 著 書：「失語症者、言語聴覚士になる  ことばを失った人は何を求めているのか」、 
「続 失語症者、言語聴覚士になる 失語症者の在宅訪問ケア」 

テ ー マ：「失語症とSTとの関わり」 

研修会内容：STとしてあるべき姿、求められる関わり方、在宅STとしての活動について  

日 時：平成24年8月25日（土曜日）14：00～18:00 （小休憩あり） 

※開場・受付は13：30からとなっております。 

場 所：医療法人渓仁会 札幌西円山病院（研修室A） 

対 象：言語聴覚士 

定 員：150名 

参 加 費：1,000円 

申し込み方法：件名を“第31回 札幌西円山病院リハ講習会”とし、施設名・職種・経験年数・病

院バス利用の有無・領収書希望の有無を記入の上、E-mailで事務局へお申し込みく

ださい。 

締 め 切 り：平成24年7月31日まで 

※定員を超えた場合は先着順とさせていただきます。 

※参加受理のお知らせは申し込み締め切り以降とさせて頂きます。 

交 通 案 内：①地下鉄東西線「円山公園駅 1 番出口」から無料送迎バスが出ます。行きは円

山駅発13：10もしくは13：20、帰りは病院発18：20もしくは18：30です。

（なお、参加人数によりバス臨時増便を予定しております。参加申し込みの方

には、後日 E-mailでお知らせ致します。） 
        ②地下鉄「円山公園駅」からタクシーで1,000円程度 
        ③地下鉄「円山公園駅バスターミナル」からJRバス動物園線 
       「円山西町神社前」停（終点）下車徒歩7分 

※駐車場の確保が出来ませんので、自家用車でのお越しは固くお断り致します。 
 
 

◎ご不明な点がございましたら、電話・E-mailにて担当者が対応させていただきます。 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

 

 

 

〔お問い合わせ・申し込み先〕 
 医療法人渓仁会 札幌西円山病院 リハビリテーション部言語療法科 事務局：佐野 富山 
 TEL：011－642－4121  E-mail：nishimaru-st@keijinkai.or.jp 



略歴 

ヒラサワ    テツヤ  

平澤  哲哉 

【略歴】 

1961 年、山梨県生まれ。1985 年、青山学院大学文学部卒業。1987 年、言語聴覚士とし 

て病院に勤務。1988 年、大阪教育大学教育学部言語治療研究生を経て、山形県、山梨 

県の病院に勤務。1999 年言語聴覚士免許取得。2002 年、病院を退職し、在宅言語聴覚 

士として訪問ケアを展開。地域での失語症者、摂食・嚥下障害者への援助を積極的に 

実施。東山地区失語症友の会事務局で主宰。 

 

【現職】 

在宅言語聴覚士を主に、吉岡医院、北杜市立塩川病院リハビリテーション科、老人保 

健施設「しおかわ福寿の里」、穴山デイサービス「なごみの郷」、山梨県立育精福祉 

センター成人寮に非常勤 

 

【主な著書】 

・「失語症者、言語聴覚士になるーことばを失った人は何を求めているのか」雲母書 

房 2003 年 

・「失語症の在宅訪問ケア－続・失語症者、言語聴覚士になる」雲母書房 2005 年 

・「月間ブリコラージュ」地域に飛び出したＳＴ 七七社 2004 年 4 月～2005 年 3 月 

・「訪問看護と介護」日常ケアにおけるコミュニケーションのコツ 医学書院 2005 年 

5 月号 

・「臨床作業療法」私のグループ体験 青海社 2007 年8 月号 

・「月刊デイ」フリーの ST として～介護職への期待～ 2009 年 2 月号 

 
 


